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1．はじめに 

コンクリート構造物の表層部は，水や塩化物イオン

などの劣化因子に対して保護層としての機能を有して

いる．そのような表層部コンクリートの品質は，使用

材料に加えて打込みや締固め，養生等の施工状況の影

響を大きく受けることが知られている．一方でコンク

リート構造物の表層品質の向上を目的として透水型枠

工法が用いられている．透水型枠はシート状の材料を

型枠表面に敷設するものであり，型枠付近の余剰水を

シートが吸収・排出することによって，コンクリート

表層部の水セメント比が低減し，より緻密なコンクリ

ート組織の形成が期待できるものである．  

本報告では，実際のコンクリート構造物の調査を通

じて，透水型枠工法の適用やシート養生等の追加養生

の実施がコンクリートの表層品質に及ぼす影響につい

て検討したものである． 

2．調査概要 

調査した構造物の一覧を表-1 に示す．実構造物の調

査項目は，表面吸水試験，表層透気試験および面的な

微細ひび割れとした．  

コンクリートの表層透気試験はダブルチャンバー法

（トレント法）により実施した．トレント法はコンク

リート表層部における透気係数を非破壊にて測定する

試験である．コンクリートの表面吸水試験は，吸水開

始から 10分時点での表面吸水速度により結果を整理し

た．また，測定前に同一箇所でインピーダンス法によ

る表面含水率も計測した．これらは，地面から 1.5～2m

の位置で横断方向に対して 4～10 点測定した． 

さらに，目視観察により面的な微細ひび割れも評価

した．一般的に「良」とされる範囲を 4 点，3 点，2 点，

1 点に分類し，さらに「否」の「0 点」を加えて 5 段

階の評価（0.5刻みで採点）を行った． 

3．調査結果   

  透水型枠を使用した構造物（新小本大橋下部工）の

表層透気試験と表面吸水試験の結果を図-1 および図-2

に示す．使用した透水型枠は布製の透水シートを型枠

面に敷設するタイプであり，コンクリート表面の余剰

水の排出や表面気泡の低減により表層品質の改善を期

待する工法である．また，図中には比較として透水型

枠を使用していない構造物（新小成橋下部工）の結果

も記載した．新小本大橋の橋脚は小判型の断面形状で

あり曲線部の試験結果を白抜きで示した．同橋梁は施

工段階でブリーディングが多く発生していること， 

透水型枠に加えて 1 ヶ月程度のシート養生も実施して

いることが特徴である．橋脚の直線部における表層透

気係数は，0.1×10
-16

m
2 未満であり，0.001×10

-16
m

2
 の

部位も確認された．しかし，曲線部（白抜き）の表層

透気係数は，直線部と比較して大きく 0.1×10
-16

m
2を超 

える部位もあった．これは，小判型断面の曲線部にブ

リーディングが集まりやすいことから，ブリーディン

グの影響によるものと考えられる．新小本大橋下部工 

 （直線部）の表面吸水速度は 0.1ml/mm
2
/sec 未満であ

る．また，一般型枠を使用し，脱型後に追加養生を行

っていない新小成橋下部工の表層透気係数は 0.1～10×

10
-16

m
2程度，表面吸水速度は 0.2～0.6ml/mm

2
/sec 程度で

あった． 

図-3 および図-4 は同一構造物において透水型枠を使

用した部位と一般型枠を使用した部位で実施した表層

透気試験，表面吸水試験の結果である．測定位置の表

面含水率は 4.8～5.5％の範囲であった．これらの構造物

も型枠存置期間の延長や湿潤養生による追加養生を 

行っている．この結果より，比較的十分な養生を実施

した構造物では，透水型枠および一般型枠の違いによ
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る表層透気係数の大きな

差は確認されなかった． 

このことから一般型枠

であっても追加養生によ

って湿潤状態を維持する

ことにより表層部コンク

リートの緻密性の向上が

期待できる．また，表面吸

水試験については，透水型

枠を使用した部位では，ほ

とんど吸水は生じなかっ

たが一般型枠を使用した

部位では若干の吸水が確

認され，型枠の違いによる

傾向が認められた．これは，

表層透気試験と表面吸水

試験で対象としている移

動物質が異なることに起

因する試験特性によるも

のと推察される．         

これらのことから透水

型枠はブリーディングの

多いコンクリートや W/C

が大きいコンクリートで

より効果を発揮する可能

性が示唆されるが，今後さ

らに検証が必要である． 

同一構造物において透

水型枠を使用した部位と

一般型枠を使用した部位

で測定した単位面積あた

りの表面気泡の面積を図

-5 に示す．この結果より

透水型枠の使用により表

面気泡が著しく抑制され

る傾向にある．透水型枠を

使用した部位では一般型

枠を使用した部位と比べ

て表面気泡の面積は 1/30以下であった． 

4．まとめ 

透水型枠の使用によりコンクリート表層部の表層透

気係数や表面吸水速度は大きく低下する傾向にある．

特にブリーディングが生じやすい構造物においては，

より大きな効果を期待できる可能性がある．しかし，

一般型枠を使用したコンクリートであっても追加養生

により湿潤状態を確保することによって透水型枠を使

用した場合と同等の緻密性の向上が期待できる． 

図-1 表層透気試験結果 

新小成橋下部工 

 

               図-1 表層透気試験結果 

 

               図-2 表面吸水試験結果 

 

               図-3 表層透気試験結果 
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△：面的な微細ひび割れ，□：表面含水率 

図-4 表面吸水試験結果 図-5 表面気泡の測定結果 
階上地区橋梁下部工 上北道路第 5号函渠工 

新小本大橋下部工 新小成下部工 
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階上地区橋梁下部工（A1）上北道路第 5号函渠 

 

△：面的な微細ひび割れ，□：表面含水率 
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